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実践研究の魅力を追い求めよう ! !

創造的な教育実践を行いにくい教育状況
がますます進んでいるように思える。その
背景として、これまでも教育政策や教育現
場の状況がどう変わってきたのかなど、特
集を組んで考えてきた。また、このような
現状を打開していく糸口として、教師自身
の授業へのこだわりの大切さや職場の同僚
性の回復、対等な研究仲間を得ていくこと
を提案してきた。

今回の特集では、こうした問題意識をさ
らに一歩進め、各地で見られる様々な実践
研究の様子を紹介しながら、集団で討議す
ることや授業分析していくこと、先行実践
にあたって研究することがそれぞれの実践
を支えていくことを明らかにしていきた
い。

最初は、多忙さから毎日の授業をこなす
ことで精一杯の現状報告になるのかもしれ
ない。あるいは、目指している授業と現在
の授業との隔たりから来るもどかしさを語
ることになるのかもしれない。困難な課題
を抱える子どもが複数いる中で生活指導に
追われ、とてもとても授業づくりに向かえ

か

ないつらい状況の心情吐露だけで終わるか
もしれない。しかし、その話に耳を傾けて
くれる相手がいるならば、実践研究に向か
う可能性が生まれる。かつての自分の実践
の様子を話すだけでも得られることもある
はずだ。実践に関する自分の持つ本や雑誌
を持ちよることで、新しい知見の発見があ
るかもしれない。

今月号に寄せられた実践研究は、集う人
数や年齢構成、研究のスタイルも様々であ
る。けれども、考えられる範囲の中で創意
工夫し、研究課題を抱えながらも今後への
展望をもっていることは、共通している。
まさに力強い実践研究が推し進めてられて
いることには変わりがない。今後、ますま
す厳しさの増す教育現場の状況において、
こうした各自のちょっとした創意を持ち寄
り仲間とともに集団検討することこそが、
新しい実践を生み出す原動力であることに
間違いはない。授業が変わる、子どもが変
わることこそがわれわれ教師の喜びである
はずだ。

（さかい　ただよし／編集部）

酒井忠喜
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